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このたびは、弊社製品をお買い上げいたださ誠にありびとうございます。 

本製品は、 xD ピクチャーカード（政下カード）専用のリーダ/ライタです。カードに記録された大容量データを簡単か 
つ高速に US 目ポートを装備したパソコン(旧 M PC / AT 互換機、 NECPC 98- NX 、 Macintosh など）に転送するこ 
とびでさます。 

ご使用になる前に、必ず本書と別紙「ご使用上のを意」をよくお読みください。 

なお、本書はパソコン本体や日 S の基本的な操作び可能であることを前提としております。パソコン本体、他に接続す 
る周辺機器、日 S などのソフトウェアにつさましては、それぞれの取扱説明書をご覧ください。 


♦まな特長 ♦ 

# xD ピクチャーカードにタオ応 

xD ピクチャーカード对応のデジタルカメラ等で撮影した画像をパソコンに転送でさます。 

• USB 2.0 インターフェース、 USB マスストレージクラスに対応 

高速 US 目 2.0 インターフェースを採用。従来の US 目 1.1 に比べ、より高速なデータの転送び可能です。 *1 
また、デバイスドライバをインス I -ールしなくても、パソコンに接続するだけで xD ピクチャーカードを U ムーバブ 
ルディスクとして認識するので、パソコン上で即座に画像を見たり、画像データをパソコンに転送したり、パソコン 
からのデータをカードに書さ込むことびでさます。で 

•小型軽量スティックタイプ 

キャップび付いているので、 力ー ドを挿し込んだまま持ち運びびでさ、大切なデータを安/こ\して取り扱うことびでさ 
ます。また、ライトプ□テクトスイッチ付さなので、データの誤消去を防ぐことびでさます。 

•ホットプラグ、 USB バスパワー対応 

ホットプラグに対応しているので、パソコンの電源を入れたままで本製品の取り付け-取り外しび容易にでさます。 
また、 USB インターフェースを通じて接続したパソコンから電源び供給されるので、 AC 電源など特別な電源は必 
要ありません。 

•Windows と Macintosh の両 OS に巧応 
•便利なユーティリティソフト付属 

パソコン上で才 U ンパス製デジタルカメラと同じフォーマットびできるユーティリティソフトウェアび付属しています。で 

*1 US 目 2.0 に対応したパソコンび必要です。対応していないパソコンでお使いの場合は、 USB 1.1 のみの対応となります。 

*2 Wincbws 98/98 SE では、付属の CD-ROM よりデバイスドライバのインス!ルび必要です。 

*3 Windows のみ対応。 

♦本書をお読みになる前に ♦ _ 

•本書の内容については、改善のため予告なしに変更することびあります。 

•本書の内容については、万全を期して作成しておりますび、万一ご不明な点、誤り、記載ちれなど、お気づさの点び 
ございましたらお手数でも弊社窓□までご連絡ください。 

•本書の内容の一部または全部を無断で複写することは、個人としてご利用になる場合を除き、禁止されています。ま 
た、無断転載は固くお断りします。 

•本製品の不適当な使用により、万一損害び生じたり、逸失利益、または第兰者からのいかなる請求に関し、当社では 
一切その責任を負いかねますのでご了承ください。 

•本製品の故障、パソコンの故障およびトラブル、オリンパス指定外の第兰者による修理その他の理由により生じた画 
像データの消失による損害および逸失利益などに関し、当社では一切その責任を負いかねますのでご了承ください。 

♦電波障喜規制について ♦ 

•本製品は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス目情報技術装置です。本製品は、 
家庭環境で使用することを目的としていますび、本製品びラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受 
信障害を引さ起こすことびあります。 

•取扱説明書にしたびって正しい取り扱いをしてください。 

•飛行機内では、離発着時のご使用をお避けください。 

•本製品の接続の際、本製品指定のケーブルを使用しない場合、 VCCI 基準の限界値を超えることび考えられます。必 
ず指定のケーブルをご使用ください。 

♦商標について ♦ _ 

• Microsoft , Windows は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 
参旧 M PC / AT は米国 EM 社の登録商標、商標または商品名称です。 

• Apple , Mac , Macintosh , Mac OS , Power Mac , PowerBook , iMac ， iBook , eMac，QuickTime は Apple 
Computer , Inc . の商標です。 

• NEC PC 98- NX は曰本電気株式会社の登録商標です。 

•屈 ard … おぶびその他の社名、商品名などは、曰ホおよびその他の a における各社の登録商標または商標です。 


Copyright © 2003 OLYMPUS CORPORATION 
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本製品には(下のちのび付属しています。 

万一、不足しているものびありましたら、お買い上げの販売店までご相談ください。 



各 SB のち祿 












♦動作環境 ♦ _ 

本製品をお使いになる前に、ご使用のパソコンび(下の条件を満たしているかご確認ください。 

•対応 0 S 

DOS / V 機 （ PC / AT 互換機)、 PC 98- NX シリーズをお使いの場合： 

Windows 98/98 SE / Me /2 日日日 Professional (じ(下 Windows 2日日日） / XP のプレインストール版 
Power Mac G 3/ G 4 、PowerBook G 3/ G 4、 iMac / iBook/eMac シリーズをお使いの場合： 

Mac OS 9.0〜 9.2.2 /X ( VI 日. 1.2 政降）のプレインス I ル版* 

• US 目インターフェース （ US 目 Ver .2 .日または US 目 Ver .1.1 準拠）を標準搭載していること 
•デバイスドライバとユーティリティソフトウェアのインス!-ールに、 CD - ROM ドライブび必要です 

* Mac 0 SX では一部制限びあります。オリンパスホームぺージ （ http :// www . olympus . ccD . jp ) をご参照ください。 


♦使用可能な力ード ♦ _ 

xD ピクチャーカード 

1 6 MB /32 MB /64 MB /128 M 目/2己 6 M 目/己1 2 MB © 3.3 V 製品 

♦ご注意 ♦ _ 

•本製品は、パソコン側の US 目ポートの周りに十分な取り付けスペースびあることをご確認のうえご使用くだ 
さい。十分な取り付けスペースびない場合には、付属の US 目延長ケーブルをご使用ください。 

•ご使用のパソコンの八ードウエア、デバイスドライバ、アプリケーションなどの環境条件によっては、本製品び正常 
に動作しない場合びあります。 

• US 目八ブ、キーボード、ディスプレイの US 目ポートに接続すると使用でさないことびあります。その場合は、直接 
または付属の延長ケーブルを使用して、パソコン本体の US 目ポートに接続してください。 

• Winclows 3.1/9 已から 98/ Me 、9已 / NT 4 .日/ NT 3 .己]から2 日日日へのアップグレード環境では動作しないこと 
びあります。その場合は日 S の新規インス I -ールを行ってご使用ください。 

•赤色のステータスランプの点巧中にホールドスイッチを解除したり、力ードを取り出したり、本製品を取り外したり、 
ライトプ□テクトスイッチを操作した場合、 力ー ド内のデータび破壊され、 力ー ドび使用できなくなることびありま 
す。 

•付属のユーティリティソフトウエアを用いないでパソコン側から本製品内のカードのフォーマットを行った場合、 
そのカードはデジタルカメラで使用でさないことびあります。 

付属のユーティリティソフトウエアをご使用になるか、デジタルカメラ側で再度フォーマットを行ってください。 
(フォーマット方法については、お使いのデジタルカメラの取扱説明書をご覧ください。） 

* ユーティリティソフトウエアは Macintosh には対応しておりません。 Macintosh でご使用の場合には、デジタルカメラ上で力ードの フオー マット 
を行ってください。 

* ユーティリティソフトウエア起動時の画面は、すべて英語表記になります。 

•パソコンの省電力機能には対応しておりません。ご使用の前にパソコンの省電力機能を無効にしてください。 

•本製品を同時に2台じ(上接続してのご使用はでさません。 

•本製品にストラップを取り付けてご使用になる場合は、爲り回したりぶつけたりしないようごを意ください。 
•キャップを外す場合は、キャップの両側を押さえなびら本体を引さ出してください。 





♦導入の手順 ♦ 

ご使用のパソコンによって導入時の手順び異なります。ご使用のパソコンおよび 0 S をご確認の上、次の手順で進めて 
<ださい。 


Windows 


Macintosh 


OS の巧認4 


Windows 

98/98SE 

► P 7 参照 


OS の巧認 1 

Windows 
Me/ 2000 /XP 

► PI 8 参照 


OS の確認 


OS の確認 


Mac 
OS 9 

► P 30 参照 


Mac 

osx 

► P 3 已参照 


パソコンの電源 ON 


パソコンの電源 ON 


デバイスドライバ/ 
ユー テイ IJ てイ 
ソフトウェア 
[xDFormat] の 
インス トール*2 43 

付属 CD-ROM 
を CD-ROM 
ドライブ 
にセット 


パソコンの 

再起動 

I 


X ィ U 了ィ 

ソフトウェア 
[xDFormat] の 
インス トール*2 *3 

'付属 CD-ROM 
を CD-ROM 
ドライブ 
にセット 


パソコンの 

再起動^ 

----- 卜 ----- 


パソコンと接続 


パソコンと接続 


使ってみましよう 


*1 : Windows 3.1 、 Windows 9己 、 Windows NT ではご使用になれません。 

*2 :はじめて MAUSB - 100を使用するときにこの作業を一度だけ巧います。 

*3 : CD - ROM をセツトすると自動的にインス I ル画面が起動します。 

*4 : Windows Me / 2000 / XP 環境では、 ユーテイリテイ ソフ トウ エアをインス!ルしなくても MAUSB -1 00を 
ご使用になれます。 

* 已：各 OS での r 操作方法」をご参照ください。 












Windows 98/98SE 


導入の手順 


作業の際は、必ずパソコンと周辺機器の取扱説明書ちご参照ください。 


1 

パソコンの電源を入れまず i 


く 98/98 SE ♦導入> 


パソコン（およびモニタなど）の電源を入れて 、 Windows 98/98 SE を起動します。 


デバイスドライバ/ユーテイリテイソフトウエアのインストールく 98/98 SE ♦導入> 


MAUS 目-1日日を初めてお使いのとさは、まず付属の CD - ROM に入っているデバイスドライバとユーティリティ 
ソフトウエアをインス I -ールする必要びあります。 


インストールが完了ずるまで本製品とパソコンの接続は行 
ねないで < ださい。 



インス I -ールを始める前にパソコンび起動していることを確認し、次の手順でインス I -ールを始めます。 
• ご使用のノ ':ソコンによつて画面の表示内容び異なる場合びあります。 

1 . パソコンを起動し、付属の CD - ROM をパソコンの CD - 
ROM ドライブにセツトします。 


2 . CD - ROM を認識すると、数秒間準備中画面び表示さ 
れ、自動的にインス!-ール開始画面び表示されます。 


3. [次へ」をクリックします。 

• ちの画面び表示されない場合は、に D - R 日 M を入れてもイ 
ンス I -ール画面び表示されないとさ]の項をご覧くださ 
し、 （ P .9 参照） 

• インス I -ールを中止する場合は[キャンセル]をク IJ ック 
してください。 
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Ill ■国 


く 98/98SE ♦導入 > 


4 .インストール中は、ちの画面び表示されます。 

• お使いのパソコンによってインス I -ールにかかる時間び異 
なります。 



5. デバイスドライバとユーティ U ティソフトウェアのイン 
ス I -ールび終了すると、ちの画面び表示されます。 
パソコンをすぐに再起動してよい場合は、[はい、今す 
ぐコンピュータを再起動します。]のチェックボックス 
を選択し、[完了]をクリックします。 

• パソコンび再起動します。 



じ(上でデバイスドライバ/ユーティ U ティソフトウエアのインス I -ールは完了です。 
政後、パソコンと接続するだけで自動的に MAUSB -1 日日び認識されます。 
(インス I -ール終了後は CD - ROM を取り出し、保管してください。） 























rrm 


<gs/gssE ♦導入 > 


CD - ROM を入れてもインス I ル画面が表示されないとを 


次の手順でファイルを指定して起動します。 


1 . [マイコンピュータ]をダブルクリックします。 


了イ ] ンピュ-う 


2. [ MAUS 目_1日日]をもクリックし、表示されるメこュー A 


から[開く]を選択します。 1 

IH 

白め再ち ( P ) 

1ウスプ□ーラ ( K ) 

検索©… 


お口化し(ぶ 


ショ-トカットの巧成を） 


プ□パティを) 


3. [ Setup . exe ] をダブルクリックします。 

• [InstallShield Wizard ] 画面び表示されます。「2デバ 
イスドライバ/ユーティ IJ ティソフトウエアのインス I -一 
ル」の手順でインス I -ールを始めてください。 （ P .7 参照） 


国 

Setup.exe 



•アの追加ウイザード]画面が表示された6 


デバイスドライノ （/ ユーティリティソフトウェアをインス 
I -ールする前に本製品とパソコンを接続してしまった場 
合、持斤しい八ードウェアの追加ウィヴード]画面び表示 
されます。このよラな場合は政下の手順で操作してくださ 
い。 


1 . MAUS 目-1日日をパソコンから取りはずします。 ( P . 13 
参照） 


2 . [キャンセル]をクリックします。 



3. CD - ROM を CD - ROM ドライブにセツトして、「2デバ 
イスドライバ/ユーティリティソフトウエアのインス 
I -ール」の手順でインス I -ールを行います。 （ P .7 参照） 


































Windows 98/98 SE での操作方法は次の通りです。 


1 

カードを入れまず 


く 98/98 SE ♦操作 > 


1. ホールドスイッチび解除されていることを確認し、 MAUS 目-1日日にカードを入れます。 

力ードの接触面(金勒を下に向けて、力ードを xD ピクチャーカード挿入□に水平に奥までしっかり挿入します。 

2 . ホールドスイッチを□ックします。 



ご注意 

• カードを挿入するとさはカードの向きに注意してください。 

• カードは xD ピクチャーカード挿入□に水平になるよう正しく挿入してください。誤った角度で無理に押し込んだ場合、 
本製品やカードを破損する恐れびあります。 

• カード挿入後は必ずホールドスイッチを□ックしてください。ホールドスイッチび解除されたままでは、カードを認 
識でさません。 


2 ライトプ□テクトスイツチを設定します く 98/98 SE ♦操作> 


パソコンへ接続する前に、ライトプ□テクトスイッチを設定します。使用する目的に応じて、ライトプ□テクトスイッ 
チを「書込み禁止」か「書込み可能」に設定してください。 


書込み禁止：カードの中のデータを誤って消去した<ない場合 
に設定します。カード中のデータの変更/移動/ 
削除や、カードへの新しいファイルの書さ込み、 
カードのフオーマツトびでさな < なります。 

書込み可能：カード中のデータの変更/移動/削除や、カード 
への新しいファイルの書さ込み、カードをフオー 
マツトする場合に設定します。 


書込み可能 




カードの中に大切なファイルびある場合は、ライトプ□テクトスイッチを「書込み禁止」に設定してご使用ください。 
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パソコンとち続しまず 


< 98/98 SE ♦操作> 


パソコンの US 目ポートと本製品の US 目コネクタを接続します（パソコンを使用中でち接続することびでさます)。 

• 本製品とパソコンの接続は、必ずデバイスドライバ/ユーティリティソフトウェアのインス I -- ルが完了してか5 
行ってください。 

• コネクタは奥までしっかりと差し込んでください。 

• コネクタの向さを間違えないよラに接続してください(下図参照)。誤った向さで無理に接続した場合、コネクタ、 
USB ポートを破損する恐れびあります。 

• パソコンと接続する前に、 US 目ポート周辺に十分な取り付けスペースびあることをご確認ください。 
•取り付けスペースびない場合には、付属の US 目延長ケーブルをご使用ください。無理に取り付けた場合、コネ 
クタ、 US 目ポートを破損する恐れびあります。 

• 本製品をパソコンの US 目ポートに直接挿し込んだ状態でカードの出し入れを行う場合には、パソコンの USB 
ポートや MAUS 目-1日日本体に無理な力びかからないよラにご注意ください。 



【ステータスランプについて】 

緑ランプの点灯：本製品びパソコンに接続され、使用可能な状態 
ホランプの点灯*:カードにアクセス（読み書き）しているとき 

* 緑ランプと赤ランプび同時に点灯するため、程色のように見える場合びあります。 

•ホランプの点灯中にホールドスイッチを解除したり、カードを引き抜いたり、本体を取り外したりすると、 

カード内のデータび破壊される恐れびあります。 

• カードび正しく認識されない場合には、ホランプと緑ランプびゆっくりと点滅します。このような場合には、 

P 1 3の「4カードを取り出します」の手順でカードを本体から抜さ、接触面（金色）を乾いた巧でおいた後、 

もう一度挿入してください。それでち認識されない場合は、カードび破損している可能性びあります。 

V_/ 
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<gs/gssE ♦操作 > 


パソコンに接続すると緑色のステータスランプび点灯し、 MAUSB - l 日日び U ムーバブルディスクとして認識され 
ます。 

デスクトップ上の[マイコンピュータ]を開き、[リムーバブルディスク]アイコンび追加されていることをご確認 
<ださい。 


お使いのパソコンの周辺機器の接続状況によって、本製品に割り当てられるドライブ記号び異なります。本製品の 
接続後は、必ずリムーバブルディスクびどのドライブ記号に割り当てられているかをご確認ください。 


接続前 


接続後 




MAUSB-100 

画面は U ムーノ（ブルディスクび M のドライブの場合です。 

ドライブ記号 （[ M :]、[ N :] など）は、ご使用のパソコンおよび接続されてい 
る周辺機器などによって異なります。 
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4 九ー ドを取り出しまず く 98/98 SE ♦操作> 


カードを取り出す前に、カード内のデータを表示するソフトウェア（エクスプ□ーラ、画像表示ソフトなど）を終了 
し、政下の手順で操作してください。 

• カードの取り出しを行なう際は必ず下記手順に従って操作を行なってください。手順!;^外の方法で取り出しを行 
なった場合、カード内のデータを損なうことびあります。 

• 本製品をパソコンの USB ポートに直接挿し込んだ状態でカードの出し入れを行う場合には、パソコンの USB 
ポートや MAUSB -1 日日本体に無理な力びかからないよラにご注意ください。 


1. デスクトップ上の[マイコンピュータ]を ダブルクリッ 
ク します。 

2. 力ードの[リムーバブルディスク]アイコンをち クリッ 
ク し、表示されるメニューから[取り出し]を選択しま 
す。 

• ここではカードの排出は行われません。 

3. 赤色のステータスランプび消えていることを確認します。 

4. ホールドスイッチを解除し、カードを矢印方向に手で引 
さ出します。 




ごミ主意 

• ホ色のステータスランプの点な中はホールドスイッチを解除したり、カードを取り出したり、本体をパソコンか5取り外すことは 
絶対にしないでください。カード内のデータやカードを破壊したり、パソコンび停止する恐れびあります。 

• 長時間使用したカードは熱くなっていることびありますので、取り外しの際には十分ごを意くださし、特にカードの端テには触れ 
ないよラにご注意ください。 


已 MAUSB -100 をパソコンか5取りかしまず く 98/98 SE ♦操作> 


MAUS 目-1日日をパソコンから取り外す前に、カード内のデータを表示するソフトウェア（エクスプ□ーラ、画像表 
示ソフトなど）を終了し、次の手順で操作してください。 

1 . カードび挿入されている場合は、「4カードを取り出します」の手順！〜3の操作を行ってください。 

2 . MAUSB -100 をパソコンの USB ポートから抜きます。 
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ファイルの コピー 


く 98/98 SE ♦操作> 


1 . パソコンの USB ポートに、カードを入れた MAUSB - 
100を接続します。 


2. デスクトップ上の[マイコンピュータ]を ダブルクリツ 
ク します。 


3. 力ードの[リムーバブルディスク]アイコンを ダブルク 
リック してコピー元のデータを表示します。 


• [リムーバブルディスク]アイコンをダブルク IJ ックする 
と、挿入されているカードのデイレクト IJ や画像ファイル 
の一覧を確認することびでさます。 


画面は U ムーノくブルディスクび M ドライブの場合です。 

ドライブ記号 （[ M :]、[ N :] など）は、ご使用のパソコンおよび接続されてい 
る周辺機器などによって異なります。 


コピー 元の データ 

4. コピーしたいファイルをコピー先のフオルダに ドラッグ 
&ド□ップ してください。 


•操作ち法は、フ□ッピーディスク内のファイルをデスク 
トップ上のフオルダにコピーするとさと同じ要領です。 

• ファイルを他のフオルダに移動したり、削除したり、他の 
フオルダから書き込むこともでさます。（ライトプ□テク 
トスイツチび書込み禁止に設定されている場合を除さま 
す。） 



J ファイルの福集のま示〇^わちじ入り姐ツ-ルのヘルプ(ぶ 

m 

J 和房る，■►，回 1 なおま旦フォルタ’ ^ 履歴 ] 堪巧 X が) 1 国， 

j ァドレス⑩陋7ィ〕ンビュ-夕 

二] みぉぉ 








マイコンピュータ 


3.5 インチ FD DOS む） WINME.J ( D ：) WINME.E ( E ：) WINME.F ( F ：) 

(みう 


アイコンをぷ巧すると、その i が月がま示さ 
れます。 

このコンピュータ納容をまモします。 

巧な巧目： 

マイドキュイ V 卜 

マイネットトウ 

々.イかしアサブ未'，卜つ一々 


WINME G ぬ:） WINME I (H：) VWNME S 汪） WINME C (J：) WINME CHS 
■ ■ ■ ■ (が 

滋 前/ " S " ^ 

CD-ROM (レ）コントロ-ル！巧护7の！;で I 
V ィスウ ㈱ > 


[14 個のオブヴ I ウト 


隠マイ]ンピュ-夕 


ドラッグ&ド□ップについて 

マウスボタンでアイコンを選択したままマウスを移動させ（ドラッグ)、移動先、コピー先でマウスボタンを離す（ド 
□ップ）ことをいいます。 
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7 フオーマツトのしかた く 98/98 SE ♦操作> 


【フ オーマッ トを行う前に】 

• デジタルカメラで力ードを使用する場合は、付属のユーティリティソフ巧:^をご使用になるか、デジタルカメラ 

側でフオーマットを行ってください。付属のユーティリティソフトウエアを用いないでパソコン側か！5本製品内の 

カードのフオーマットを行った場合、デジタルカメラで認識されないことがありまず。 

• ライトプ□テクトスイッチび書込み禁止に設定されている場合は、移動-削除-書さ込み-フオーマットびでさま 
せん。ライトプ□テクトスイッチを書込み可能に設定して、フオーマットを行ってください。 

• フオーマットするとカード内のデータはすべて削除されます。必要なデータは八ードディスクや M 0 ディスクなど 
にコピーしてお<ことをおすすめします。 

* 使用ち法については、 P40 の「付属ユーティリテイソフトウェア [xDFormat] について」をご参照ください。 


1. [マイコンピュータ]を開き、力ードの「リムーバブル 
ディスク」アイコンをちクリックして[フオーマット] 
を選択します。 


田。が 

Wgi 1ウス:? □-ラ M 
お索た)… 


ディスウの]ピー地.. 


取り化し(ぶ 


ショ-は!ットの巧成を) 
をおの変是 ：( M ) 


ブ□パティ啞 


2. [フ オーマッ トの種類] で [通常のフ オーマット] を選 
択して、[開始]をク IJ ックします。 

• フオーマツトび終了すると、カードび使える状態になりま 
す。 



16 M 目カード使用の場合 


15 





























デバイスドライバ/ユーテイリテイソフトウエアのアンインストールく 98/98SE > 

デバイスドライバ/ユーテイ U テイソフトウエアび不要になったときは、 MAUS 目-1日日びパソコンに 接続されていな 
いこと を確認の上、次の手順でアンインス I -ールを行ってください。 

• ご使用のパソコンにより、表示画面び若干異なる場合びあります。 


1 . [スタート]メニューから隱赶一[コント□-ルパ 
ネル]をク U ックします。 


@ 7でゲぅム(巳) 

^ 最励まった：? W ル屯) 



勞 、ル/(ぶ 

挺]7ィルをを;旨定して実巧啞 .. 

Admin istrator (DP ウ、、才 7 (じ… 
頸 Windows のが了 (U)... 



2. [アプ U ケーシヨンの追加と削除]を ダブルクリックし 
ます。 



3. 削除するデノ（イスドライノンユーテイリテイソフトウェ 
アのファイル名 [0 L 丫 MPUS xD USB Reader / 
Writer ] を選択し、[追加と削除]をクリックします。 
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デバイスドライバ 7 ユーテイリテイソフトウェアのアンインストール（続き）< 98/98 SE > 


4. [ファイル削除の確認]の画面び表示されます。 
[0 K ] をク U ックします。 


5. [InstallShield Wizard ] の画面び表示されます。 




6 . デバイスドライバとユーティ U ティソフトウェアのアン 
インス I -ールび終了すると、ちの画面び表示されます。 
パソコンをすぐに再起動してよい場合は、[はい、今す 
ぐコンピュータを再起動します。]のチェックボックス 
を選択し、[完了]をク U ックします。 

• パソコンび再起動します。 



上でデバイスドライノユーティリティソフトウェアの 
アンインス I -ールは完了です。 
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Windows Me/ 2000 /XP 


導入の手順 


MAUS 目- 1 日日は、ユーティ U ティソフトウェアをインス!-ールしなくてもご使用になれます。作業の際は、必ずパ 
ソコンと周辺機器の取扱説明書ちご参照ください。 


パソコンの電源を入れまず く Me / 2000 / XP ♦導入> 


パソコン（およびモニタなど）の電源を入れて 、 Windows Me /2 日日日/ XP を起動します。 

Windows 2日日日/ XP にユーティリティソフトウェアのインス!ルを行う場合は、 [ administrator ] または 
administrator 権限を持つユーヴー名で□グオンしてください。 


2 ユーテイリテイソフトウエアのインストールく Me / 2000 /XP ♦導入> 


MAUS 目-1日日を初めてお使いのときは、まず付属の CD - ROM に入っているユーティリティソフトウエアのイン 
ストールをおすすめします。 

•この手順では、デバイスドライバはインストールされません 。 (Windows Me /2 日日日/ XP では OS 標準のデバイ 
スドライバで認識されるため、デバイスドライバをインス I -ールする必要はありません。） 

インストールを始める前にパソコンび起動していることを確認し、次の手順でインストールを始めます。 

• ご使用のパソコンによって画面の表示内容び異なる場合びあります。 


1. パソコンを起動し、付属の CD - R 日 M をパソコンの C □- 
ROM ドライブにセットします。 

2. CD - ROM を認識すると、数秒間準備中画面び表示さ 
れ、自動的にインストール開始画面び表示されます。 

3. [次へ]をク IJ ックします。 

• ちの画面び表示されない場合は、 rCD - R 日 M を入れてもイ 
ンス I -ール画面び表示されないとさ」の項をご覧くださ 
し、 （ P .2 日参照） 

• インス I -ールを中止する場合は[キャンセル]をク IJ ック 
してください。 
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< Me / 2000 /XP ♦導入 > 


4 .インストール中は、ちの画面び表示されます。 

• お使いのパソコンによってインス I -ールにかかる時間び異 
なります。 



5. ユーティリティソフトウェアのインス I -ールび終了する 
と、ちの画面び表示されます。 

パソコンをすぐに再起動してよい場合は、[はい、今す 
ぐコンピュータを再起動します。]のチェックボックス 
を選択し、[完了]をクリックします。 

• パソコンび再起動します。 



上でユーテイ U テイソフトウェアのインス I -ールは完了です。 
(インス I -ール終了後は CD - ROM を取り出し、保管してください。) 
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< Me / 2000 /XP ♦導入 > 


CD - ROM を入れてをインス I ル画面が表示されないとを 


次の手順でファイルを指定して起動します。 


1 . [マイコンピュータ]をダブルクリックします。 



2 . [ MAUS 目_1日日]をもクリックし、表示されるメこュ ー 
から[開く]を選択します。 



共ち!: t 单ユリティ(出... 

これらの7アイルを CD じまきをむの 


巧り化し(ぶ 
コピー 吃） 

ショ-トカットの巧成呀 
ブ□バティ啞 


3. [ Setup . exe ] をダブルクリックします。 

• [InstallShield Wizard ] 画面び表示されます。「2ュー 
ティリティソフトウェアのインス!-ール」の手順でインス 
I -ールを始めてください。 （ P . 18参照） 



Setup.exe 


20 
















操作方法 


Windows Me /2 日日日/ XP での操作方法は次の通りです。 


1 力ードを入れまず く Me /2000 /XP ♦操作> 


1. ホールドスイッチび解除されていることを確認し、 MAUS 目-1日日にカードを入れます。 

力ードの接触面(金色）を下に向けて、力ードを X □ピクチャーカード挿入□に水平に奥までしっかり挿入します。 

2 . ホールドスイッチを□ックします。 



ごミち意 

• カードを挿入するとさはカードの向さに注意してください。 

• カードは xD ピクチャーカード挿入□に水平になるよう正しく挿入してください。誤った角度で無理に押し込んだ場合、 
本製品やカードを破損する恐れびあります。 

• カード挿入後は必ずホールドスイッチを□ックしてください。ホールドスイッチび解除されたままでは、カードを認 
識でさません。 


2 ライトプ□テクトスイツチを設定しますく Me / 2000 /XP ♦操作> 


パソコンへ接続する前に、ライトプ□テクトスイッチを設定します。使用する目的に応じて、ライトプ□テクトスイッ 
チを「書込み禁止」か「書込み可能」に設定してください。 


書込み禁止：カードの中のデータを誤って消去した<ない場合 
に設定します。カード中のデータの変更/移動/ 
削除や、カードへの新しいファイルの書さ込み、 
カードのフオーマツトびでさな < なります。 

書込み可能：カード中のデータの変更/移動/削除や、カード 
への新しいファイルの書さ込み、カードをフオー 
マツトする場合に設定します。 



カードの中に大切なファイルびある場合は、ライトプ□テクトスイッチを「書込み禁止」に設定してご使用ください。 
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パソコンと巧続します 


< Me / 2000 /XP ♦操作 > 


パソコンの US 目ポートと本製品の US 目コネクタを接続します（パソコンを使用中でち接続することびでさます)。 

• コネクタは奥までしっかりと差し込んでください。 

• コネクタの向さを間違えないように接続してください(下図参照)。誤った向さで無理に接続した場合、コネクタ、 
USB ポートを破損する恐れびあります。 

• パソコンと接続する前に、 USB ポート周辺に十分な取り付けスペースびあることをご確認ください。 
•取り付けスペースびない場合には、付属の US 目延長ケーブルをご使用ください。無理に取り付けた場合、コネ 
クタ、 US 目ポートを破損する恐れびあります。 

• 本製品をパソコンの US 目ポートに直接挿し込んだ状態でカードの出し入れを行う場合には、パソコンの USB 
ポートや MAUSB -1 日日本体に無理な力びかからないよラにごを意ください。 


USB ポート 
(タイプ A ) 




【ステータスランプについて】 

緑ランプの点灯：本製品びパソコンに接続され、使用可能な状態 
ホランプの点灯*:カードにアクセス（読み書き）しているとさ 

* 緑ランプと赤ランプび同時に点なするため、信色のように見える場合びあります。 

•ホランプの点灯中にホールドスイッチを解除したり、カードを引き抜いたり、本体を取り外したりすると、 
カード内のデータび破壊される恐れびあります。 

• カードび正しく認識されない場合には、ホランプと緑ランプびゆっくりと点滅します。このような場合には、 
P 24 の「4力ードを取り出します」の手順で力ードを本体から抜き、接触面徐色）を乾いた巧で拭いた後、 
もう一度挿入してください。それでも認識されない場合は、カードび破損している可能性びあります。 


初めてパソコンに巧続したとき 


Windows XP 環境で US 目ポートび USB 1.1 の場合、 MAUS 目-1日日を接続すると下図のようなメッセージび表示 
されますび、問題はありません。[ X ]をク U ックしてメッセージを閉じてください。 


A 高まではない USB A ブじ巧おしている高ま USB デバイ乂出_1 

音な USB デバイスび音速ではない USB A ブじ巧続されています。\ - f 
この巧題を酷みするじは、このイッ t ージをクリックしてください。 
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< Me / 2000 /XP ♦操作 > 


パソコンに接続すると緑色のステータスランプび点丹し、 MAUSB - l 日日び U ムーバブルディスクとして認識され 
ます。 

デスクトップ上の[マイコンピュータ]を開き、 [ IJ ムーバブルディスク]アイコンび追加されていることをご確認 
<ださい。 

お使いのパソコンの周辺機器の接続状況によって、本製品に割り当てられるドライブ記号び異なります。本製品の 
接続後は、必ず U ムーバブルディスクびどのドライブ記号に割り当てられているかをご確認ください。 


接続前 




接続後 



MAUSB -100 

画面は U ムーノくブルディスクび H のドライブの場合です。 

ドライブ記号 （[ H :]、 [1:]など）は、ご使用のパソコンおよび接続されてい 
る周辺機器などによって異なります。 
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カードを取り出しまず 


< Me / 2000 /XP ♦操作 > 


カードを取り出す前に、カード内のデータを表示するソフトウェア（エクスプ□ーラ、画像表示ソフトなど）を終了 
し、政下の手順で操作してください。 

• カードの取り出しを行なう際は必ず下記手順に従って操作を行なってください。手順外の方法で取り出しを行 
なった場合、カード内のデータを損なラことびあります。 

• 本製品をパソコンの US 目ポートに直接挿し込んだ状態でカードの出し入れを行う場合には、パソコンの USB 
ポートや MAUSB -1 日日本体に無理な力びかからないようにごを意ください。 

1. デスクトップ上の[マイコンピュータ]をダブルクリツ 
クします。 


2. 力ードの[リムーバブルディスク]アイコンをちクリツ 
クし、表示されるメこューから邸り出し]を選択しま 
す。 


• ここではカードの排出は行われません。 


3. 赤色のステータスランプび消えていることを確認します。 


4. ホールドスイッチを解除し、カードを矢印方向に手で引 
さ出します。 



• Windows 2日日日 / XP 上での力ードの取り出しは、 
[ Administrator ] または administrator 権限を持つ 
ユーヴー名でのみ行ラことびでさます。取り出しの際 
は必ず [ Administrator ] または administrator の 
権限を持つユーヴー名で□グインしてから行ってくだ 
さい。 



ごミ主意 

• 赤色のステータスランプの点巧中はホールドスイッチを解除したり、カードを取り出したり、本体をパソコンから取り外すことは 
絶対にしないでください。カード内のデータやカードを破壊したり、パソコンび停止する恐れびあります。 

• 長時間使用したカードは熱くなっていることびありますので、取りがしの際には十分ごを意ください。特にカードの端テには触れ 
ないよラにご注意ください。 
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MAUSB -100 をパソコンか 5 取り巧しまずく Me / 2000 / XP ♦操作> 


MAUS 目-1日日をパソコンから取り外す前に、カード内のデータを表示するソフトウェア（エクスプ□ーラ、画像表 
示ソフトなど）を終了し、次の手順で操作してください。 

1. カードび挿入されている場合は、「4カードを取り出し 
ます」の手順！〜3の操作を行ってください。 

[八ードウエアの安をな取りかし] 

2 . タスクバーにある[八ードウェアの安全な取り外し]ア 
イコンを左クリックします。 

•[八ードウェアの安全な取り外し]は、お使いの環境によっ 
て表記び異なる場合びあります。 



3. タスクバー上部に [ US 目大容量記憶装置デバイス-ド 
ライブ ( H :) を安全に取り外します]び表示されます。表 
示ウィンドウをク U ックします。 

• ドライブ記号 （ H :) はお使いのパソコンによって異なります。 

4. ホ色のステータスランプび消えていることを確認し、 
[0 K ] をク IJ ックします。 


USB ホ容量記情装置デバイス-ドライプ （H:) を吉をに巧り外します 


画面は U ムーノくブルディスクび H ドライブの場合です。 



• Windows XP はバルーンヘルプ上に表示されます。 


上でパソコンから MAUSB -1 日日を取り外すための準備 
び完了しました。 



5. MAUS 目-1日日をノくソコンの USB ポートから弓怯抜き 
ます。 


• MAUS 目-1日日の取り外しは、パソコンの電源び入っ 
たままで行うことびでさます。（電源の OFF 、 再起動、 
XU —プ状態にする必要はありません。） 

• 力ー ド内のデータを表示するソフトウエア（エクスプ 
□ーラ、画像表示ソフトなど）び起動している場合 
は、終了してください。起動したままの状態では、取 
り外し操作を行うことびでさません。 
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4. コピーしたいファイルをコピー先のフオルダに ドラッグ 
&ド□ップ してください。 

•操作ち法は、フ□ッピーディスク内のファイルをデスク 
トップ上のフオルダにコピーするとさと同じ要領です。 

• ファイルを他のフオルダに移動したり、削除したり、他の 
フオルダから書き込むこともできます。（ライトプ□テク 
トスイッチび書込み禁止に設定されている場合を除さま 
す。） 


ファイルの コピー 


< Me/ 2000 /XP ♦操作 > 


1 . パソコンの USB ポートに、カードを入れた MAUSB - 
100を接続します。 

2. デスクトップ上の[マイコンピュータ]を ダブルクリッ 
ク します。 

3. 力ードの[リムーバブルディスク]アイコンを ダブルク 
リック してコピー元のデータを表示します。 

• [リムーバブルディスク]アイコンをダブルク IJ ックする 
と、挿入されているカードのデイレクト IJ や画像ファイル 
の一覧を確認することびでさます。 


乃イルの混集のま示な）わ尉;:入り曲ツ-ルの〜Iけ出） 

〇戻る . 0 .ホ 户なま をフ オルタ 国， 
アドレス ⑩け マイ〕ンビュ-々 



一 V ]百按わ 


晒 


D-600L/C-1400L Digital 


画面は U ムーノくブルディスクび H のドライブの場合です。 

ドライブ記号 （[ H :]、 [1:]など）は、ご使用のパソコンおよび接続されてい 
る周辺機器などによって異なります。 


コピー 元の データ 


ドラッグ&ド□ップについて 

マウスボタンでアイコンを選択したままマウスを移動させ（ドラッグ)、移動先、コピー先でマウスボタンを離す 
(ド□ップ）ことをいいます。 
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7 


フオ ー7 ツトのしかた 


< Me / 2000 /XP ♦操作 > 


【フ ォーマッ トを行う前に】 

• Windows 2日日日/ XP 上でフォーマットを行う場合は、必ず [Administrator ] または administrator 権限を持 
つユーヴー名で□グオンしてください。そうでない場合は、カードをフォーマットすることびできません。 

• デジタルカメラで力ードを使用する場合は、付属のユーティリティソフト:：7ェ严をご使用になるか、デジタルカメラ 

側でフォーマットを巧ってくださし、。付属のユーティリティソフトウェアを用いないでパソコン側か!5本製品内の 

カードのフォーマットを行った場合、デジタルカメラで認識されないことがあります。 

•ライトプ□テクトスイッチび書込み禁止に設定されている場合は、移動-削除-書さ込み-フォーマットびでさま 
せん。ライトプ□テクトスイッチを書込み可能に設定して、フォーマットを行ってください。 

• フォーマットするとカード内のデータはすべて削除されます。必要なデータは八ードディスクや M0 ディスクなど 
にコピーしてお<ことをおすすめします。 

* 使用方法については、 P 40 の「付属ユーティリテイソフトウェア [ xDFormat ] について」をご参照ください。 


1 . [マイコンピュータ]を開き、力ードの[リムーバブル 
ディスク]アイコンをちクリックして[フオーマット] 
を選択します。 


A — ドディスクドライブ 

DOS (C：) 



Windows XP-J Pro (F：) 


リムーバブル置巧ちげあるデバイス 


インチ FD 姑》 

ホ協ちドライブぬ:) 




巧く (が 

ェクスプ□-ラが 
検索(む.. 

自お再生を） 


共をとセキュリティ(ぶ... 


巧り化し(ぶ 


切り巧りの 
コピ-に） 


ショートカットの巧ぶを） 
るおの変更 ( M ) 


プ□バティ I 


(R) 


2 . [ファイルシステム]で [FAT] を選択して、關始]を 
クリックします。 

• フォーマットび終了すると、カードび使える状態になりま 
す。 

ファイルシステムは必ず [FAT」 を選択してください。 
[NTFS] や [FAT32] では正常にフオーマットできない 
場合びあります。 



1目 MB カード使用の場合 


27 






































ユーテイリテイソフトウエアのアンインストール く Me /2000 /XP > 


ユーティリティソフトウエアび不要になったときは、 MAUSB-l 日日びパソコンに 接続されていないこと を確認の上、次 
の手順でアンインスI-ールを行ってください。 

• ご使用のパソコンにより、表示画面び若干異なる場合びあります。 


1 . [スタート]メこューから顧定 ] (Windows Me / 
S 日日日のみ）一[コント□ールパネル]をク IJ ツクしま 


す。 



^ インターネブト 

Internet Explorer 

1^ 巧子タール 

Outlook Express 


■ MSN Explorer 
<►) Windows Media Player 
Windows ムーピーターカー 


^ マイドキュイ:/卜 
し）! をあ使っをファイル(が ► 

マイビウチャ 

，クマイ ミューヴタク 
‘イ這 マイコンピュータ 



Windows XP ヴアー 
A ファイルと設ミのおさりイザ-ド 
マンドプ□ンプト 


^ ブリンタと FAX 
A ルプとサポート(ぶ 
^ なまを） 

〇 乃イルををお定して実行 ( が … 


すべてのブ□クラム 化）^ 



2. [プ□グラムの追加と削除]を ダブルクリック します。 




3. 削除するソフトウエアのファイル名 [OLYMPUS xD 
USB Reader/Writer] を選択し、[変更と削除]をク 
IJ ックします。 


F ラムのちなと日 ij お IC 1 向风 
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ユーテイリテイソフトウエアのアンインストール（続を）< Me /2000 /XP > 


4. [ファイル削除の確認]の画面び表示されます。 
[0 K ] をク U ックします。 



5. [InstallShield Wizard ] の画面び表示されます。 



6 . ユーティリティソフトウェアのアンインス I -ールび終了 
すると、ちの画面び表示されます。 

パソコンをすぐに再起動してよい場合は、[はい、今す 
ぐコンピュータを再起動します。]のチェックボックス 
を選択し、[完了]をク U ックします。 

•パソコンび再起動します。 



上でユーティリティソフトウエアのアンインス I -ールは 
完了です。 
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Mac OS 9 


導入の手順 


作業の際は必ずパソコンと周辺機器の取扱説明書ちご参照ください。 


パソコン（およびモニタなど）の電源を入れて、 Mac 0 S を起動します。 

• □日 S/Windows フォーマツトの xD ピクチャーカード、デジタルカメラでご使用の xD ピクチャーカードをお使 
いいただくには、 Mac 0 S 付属の [File Exchange ] び必要です。 Apple メこューから[コント□—ルパネ 
ル]を選択し、 [File Exchange ] びインス!ルされているかご確認ください。 ([File Exchange ] に関す 
る詳細は Mac 0 S のヘルプをご覧ください。） 

• ご使用のパソコンによって画面表示び異なる場合びあります。 


[Mac OS のパ’ージヨン確認方法】 

アップルメこューから[このコンピュータについて]を選択し、 Mac OS バージョンを確認します。 



Mac OS バージ ヨン 


□ ^ 

このコンピュータについで- -円日 


阵 

Mac OS 9.1 

パ-ジョン： WoSJI -9.1 '' Mac OS ROM J1-7.5.1 

内巧ィモリ： 2 巧兩 J 

巧なメモリ： 9.1JPN の 257MB を 巧巧 

を大モ巧用ブロック； 219.9 MB & ©Apple Computer, Inc. 1983-2001 

E Mac OS 
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操作方法 


Mac OS 9での操作方法は次の通りです。 


1. ホールドスイッチび解除されていることを確認し、 MAUS 目-1日日にカードを入れます。 

力ー ドの接触面(金色）を下に向けて、 力ー ドを xD ピクチャーカード挿入□に水平に奥までしっかり挿入します。 

2 . ホールドスイッチを□ックします。 



ごミ主意 

• カードを挿入するときはカードの向きに注意してください。 

• カードは xD ピクチャーカード挿入□に水平になるよう正しく挿入してください。誤った角度で無理に押し込んだ 
場合、本製品やカードを破損する恐れびあります。 

• カード挿入後は必ずホールドスイッチを□ックしてください。ホールドスイッチび解除されたままでは、カードを認 
識でさません。 


パソコンへ接続する前に、ライトプ□テクトスイッチを設定します。使用する目的に応じて、ライトプ□テクトスイッ 
チを「書込み禁止」か「書込み可能」に設定してください。 


書込み禁止：カードの中のデータを誤って消去した<ない場合 
に設定します。カード中のデータの変更/移動/ 
削除や、カードへの新しいファイルの書さ込み、 
カードのフオーマツトびでさな<なります。 

書込み可能：カード中のデータの変更/移動/削除や、カード 
への新しいファイルの書さ込み、カードをフオー 
マツトする場合に設定します。 


書込み可能 



カードの中に大切なファイルびある場合は、ライトプ□テクトスイッチを「書込み禁止」に設定してご使用ください。 
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パソコンの US 目ポートと本製品の US 目コネクタを接続します（パソコンを使用中でち接続することびでさます)。 

• コネクタは奥までしっかりと差し込んでください。 

• コネクタの向さを間違えないよラに接続してください(下図参照)。誤った向さで無理に接続した場合、コネクタ、 
USB ポートを破損する恐れびあります。 

• パソコンと接続する前に、 US 目ポート周辺に十分な取り付けスペースびあることをご確認ください。 
•取り付けスペースびない場合には、付属の US 目延長ケーブルをご使用ください。無理に取り付けた場合、コネ 
クタ、 US 目ポートを破損する恐れびあります。 

• 本製品をパソコンの US 目ポートに直接挿し込んだ状態でカードの出し入れを行ラ場合には、パソコンの USB 
ポートや MAUSB-1 日日本体に無理な力びかからないようにごを意ください。 



この接続図は、 iMac 本体の US 巨 
ポートに接続した例です。 

USB ポート]に MAUSB- 1日日を、 
USB ポート2にキーボードを接続 
しています。 



【ステータスランプについて】 

緑ランプの点灯：本製品びパソコンに接続され、使用可能な状態 
ホランプの点灯*:カードにアクセス（読み書き）しているとき 

* 緑ランプと赤ランプび同時に点灯するため、程色のように見える場合びあります。 

•ホランプの点灯中にホールドスイッチを解除したり、カードを引き抜いたり、本体を取り外したりすると、 

カード内のデータび破壊される恐れびあります。 

• カードび正しく認識されない場合には、ホランプと緑ランプびゆっくりと点滅します。このような場合には、 

P33 の「4カードを取り出します」の手順でカードを本体から抜を、接触面（金色）を乾いた巧でおいた後、 

もう一度挿入してください。それでち認識されない場合は、カードび破損している可能性びあります。 

V _/ 


【カードが正しく認識されているとき】 

カードび正しく挿入され MAUSB-l 日日びパソコンで認識 
されると、緑色のステータスランプび点灯し、ちのアイコ 
ンび表示されます。 

• 表示されるカードアイコンの名称は、挿入するカードによつ 
て異なります。 
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カードを取り出す前に、カード内のデータを表示するソフトウェア（画像表示ソフトなど）を終了し、1;^下の手順で 
操作してください。 

• カードの取り出しを行な5際は必ず下記手順に従って操作を行なってください。手順(外の方法で取り出しを行 
なった場合、カード内のデータを損なラことびあります。 

♦本製品をパソコンの US 目ポートに直接挿し込んだ状態でカードの出し入れを行う場合には、パソコンの USB 
ポートや MAUS 目-1日日本体に無理な力びかからないよラにご注意ください。 


1. 力ー ドのアイコンをゴミ箱にドラッグ&ド□ップし 
ます。 


ドラッグ&ド□ップについて 

マウスボタンでアイコンを選択したままマウスを移動させ（ドラッ 
グ)、移動先、コピー先でマウスボタンを離す（ド□ップ）ことをい 
います。 



2 . ステータスランプび完全に消えていることを確認します。 

3. ホールドスイツチを解除し、 力ー ドを矢印方向に手で引 
さ出します。 



ごを意 

• 赤色のステータスランプの点巧中はホールドスイッチを解除したり、カードを取り出したり、本体をパソコンから取り外すことは 
絶対にしないでください。カード内のデータやカードを破壊したり、パソコンび停止する恐れびあります。 

• 長時間使用したカードは熱くなっていることびありますので、取りがしの際には十分ごを意ください。特にカードの端テには触れ 
ないよラにご注意ください。 


MAUSB -1 日日をパソコンから取り外す前に、 力ー ド内のデータを表示するソフトウエア（画像表示ソフトなど）を 
終了し、次の手順で操作してください。 

1. カードび挿入されている場合は、カードのアイコンをゴミ箱にドラッグ&ド□ップします。 

2 . ステータスランプび完全に消えていることを確認します。 

3. MAUSB -100 をパソコンの USB ポートから抜きます。 
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1 .パソコンの US 目ポートに、力ードを入れた MAUSB - 
100を接続します。 

• 緑色のステータスランプび点灯し、デスクトップ上にカー 
ドのアイコンび表示されます。 

• カードのアイコンは、ご使用のカードや日 S によって異な 
ります。 



2. カードのアイコンを ダブル クリックしてコピー元のデー 
夕を表示します。 

• カード内のどこにデータび入っているかの確認方法につい 
ては、データを記録した機器の取扱説明書などをご参照く 
ださい。 

3. コピーしたいファイルをコピー先のフオルダに ドラッグ 
&ド□ップ してください。 

•操作ち法は、フ□ッピーディスク内のファイルをデスク 
トップ上のフオルダにコピーするとさと同じ要領です。 

• ファイルを他のフオルダに移動したり、削除したり、他の 
フオルダから書き込むこともできます。（ライトプ□テクト 
スイッチび書込み禁止に設定されている場合を除さます。） 




ドラッグ&ド□ップについて 

マウスボタンでアイコンを選択したままマウスを移動させ（ドラッ 
グ)、移動先、コピー先でマウスボタンを離す（ド□ップ）ことをい 
います。 




【フ オーマッ トを行う前に】 

• デジタルカメラでカードを使用する場合は、必ずデジタ 

ルカメラ側でフオーマットしてください。本製品にカー 

ドを入れてパソコン側で フオー マットを行った場合、デ 

ジタルカメラで認、識されないことがあります。 

•ライトプ□テクトスイッチび書込み禁止に設定されている 
場合は、移動-削除-書き込み-フオーマットびできませ 
ん。ライトプ□テクトスイッチを書込み可能に設定して、 
フオーマットを行ってください。 

• フ オー マットすると カー ド内のデータはすべて削除され 
ます。必要なデータは八ードディスクや M 0 ディスクな 
どにコピーしてお<ことをおすすめします。 

【本製品に力ードを入れて フオー マットを行うには】 

1 . [特別]メニューから[ディスクの初期化]を選択します。 

2 . 初期化び表示されたら、フオーマットしたいカードで 
あることを確認し、[消去]をクリックします。 

• フオーマットび開始されます。 


r 巧 フ 7 ■イルををま完ウインドウ 

P 島お] ■ 、ルブ 


ゴミ巧ホちに -.-なお滅 

wy 化な 

CE > モなが… 

于イスクの抑团化-. J 

スリ-プ * 

巧ちみ 
。ュテム矜了 


'ド' るお"をみホ記ち ’’ （USB ( VI . 0.0)) め ディスク モ 

^ 初期化しホすホ？ 

をお： 

を冉ち記ち 1 

フォーマット： 

DOS 1 5.6 MB 


If 丰卞ンセル ll [おち 1 
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Mac OS X _ 

^ ^ 又のミ"田 

作業の際は必ずパソコンと周辺機器の取扱説明書ちご参照ください。 


1 

パソコンの電源を入れます 


< Mac OS X ♦導入> 


パソコン（およびモニタなど）の電源を入れて 、 Mac 0 S を起動します。 


• ご使用のパソコンによつて画面表示び異なる場合びあります。 


[Mac OS のパ’ージヨン確認方法] 

アップルメこユーから[この Mac について]を選択し 、 Mac 0 S パージョンを確認します。 



6 一 こむ Mac に。いて 



Mac OS X 

r —— — — — — 1 


V が iiort 10-1.2 

L — — — — — — J 

ゾモリ： 2 S 6 MB 
プロセッサ ： PowerPC G 4 

Mac OS パ’ージョン 
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操作方法 


Mac OS X での操作方法は次の通りです。 


-ドを入れます 


< Mac OS X ♦操作 > 


1. ホールドスイッチび解除されていることを確認し、 MAUS 目-1日日にカードを入れます。 

力ー ドの接触面(金色）を下に向けて、 力ー ドを xD ピクチャーカード挿入□に水平に奥までしっかり挿入します。 

2 . ホールドスイッチを□ックします。 



ごま意 

• カードを挿入するとさはカードの向さにミ主意してください。 

• カードは xD ピクチャーカード挿入□に水平になるよう正しく挿入してください。誤った角度で無理に押し込んだ場 
合、本製品やカードを破損する恐れびあります。 

• カード挿入後は必ずホールドスイッチを□ックしてください。ホールドスイッチび解除されたままでは、カードを確 
認でさません。 


2 ライトプ□テクトスイツチを設定しまず く Mac OS X ♦操作> 


パソコンへ接続する前に、ライトプ□テクトスイッチを設定します。使用する目的に応じて、ライトプ□テクトスイッ 
チを「書込み禁止」か「書込み可能」に設定してください。 


書込み禁止：カードの中のデータを誤って消去した<ない場合 
に設定します。カード中のデータの変更/移動/ 
削除や、カードへの新しいファイルの書さ込み、 
カードのフオーマツトびでさな < なります。 

書込み可能：カード中のデータの変更/移動/削除や、カード 
への新しいファイルの書さ込み、カードをフオー 
マツトする場合に設定します。 


書込み可能 



カードの中に大切なファイルびある場合は、ライトプ□テクトスイッチを「書込み禁止」に設定してご使用ください。 
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パソコンとち続します 


く Mac OSX ♦操作 > 


パソコンの US 目ポートと本製品の US 目コネクタを接続します（パソコンを使用中でち接続することびでさます)。 

• コネクタは奥までしっかりと差し込んでください。 

• コネクタの向さを間違えないよラに接続してください(下図参照)。誤った向さで無理に接続した場合、コネクタ、 
USB ポートを破損する恐れびあります。 

• パソコンと接続する前に、 US 目ポート周辺に十分な取り付けスペースびあることをご確認ください。 
•取り付けスペースびない場合には、付属の US 目延長ケーブルをご使用ください。無理に取り付けた場合、コネ 
クタ、 US 目ポートを破損する恐れびあります。 

• 本製品をパソコンの US 目ポートに直接挿し込んだ状態でカードの出し入れを行ラ場合には、パソコンの USB 
ポートや MAUSB -1 日日本体に無理な力びかからないようにごを意ください。 



この接続図は、 iMac 本体の US 日 
ポートに接続した例です。 

USB ポート]に MAUSB - 1日日を、 
US 巨ポート2にキーボードを接続 
しています。 




【ステータスランプについて】 


緑ランプの点灯：本製品びパソコンに接続され、使用可能な状態 
ホランプの点灯*:カードにアクセス（読み書き）しているとき 

* 緑ランプと赤ランプび同時に点灯するため、程色のように見える場合びあります。 

•ホランプの点灯中にホールドスイッチを解除したり、カードを引き抜いたり、本体を取り外したりすると、 

カード内のデータび破壊される恐れびあります。 

• カードび正しく認識されない場合には、ホランプと緑ランプびゆっくりと点滅します。このような場合には、 

P 38 の「4カードを取り出します」の手順でカードを本体から抜を、接触面（金色）を乾いた巧でおいた後、 

もう一度挿入してください。それでち認識されない場合は、カードび破損している可能性びあります。 

V. _ J 


【カードが正しく認識されているとき】 

力ー ドび正しく挿入され MAUSB - l 日日びパソコンで認識 
されると、緑色のステータスランプび点丹し、ちのアイコ 
ンび表示されます。 


NO_NAME 


• 表示されるカードアイコンの名称は、挿入するカードによつ 
て異なります。 
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4 力ードを取り出しまず く Mac OS X ♦操作> 


カードを取り出す前に、カード内のデータを表示するソフトウェア（画像表示ソフトなど）を終了し、下の手順で 
操作してください。 

• カードの取り出しを行なラ際は必ず下記手順に従って操作を行なってください。手順!;^外の方法で取り出しを行 
なった場合、カード内のデータを損なラことびあります。 

• 本製品をパソコンの US 目ポートに直接挿し込んだ状態でカードの出し入れを行う場合には、パソコンの USB 
ポートや MAUSB -1 日日本体に無理な力びかからないよラにごを意ください。 


1. 力ー ドのアイコンをゴミ箱に ドラッグ&ド□ップ しま 
す。 


ドラッグ&ド□ップについて 

マウスボタンでアイコンを選択したままマウスを移動させ （ ドラッ 
グ)、移動先、コピー先でマウスボタンを離す（ド□ップ）ことをい 
います。 



2 . ステータスランプび完全に消えていることを確認します。 

3. ホールドスイツチを解除し、 力ー ドを矢印方向に手で引 
さ出します。 



ごミ主意 

• ホ色のステータスランプの点巧中はホールドスイッチを解除したり、カードを取り出したり、本体をパソコンから取り外すことは 
絶対にしないでください。カード内のデータやカードを破壊したり、パソコンび停止する恐れびあります。 

• 長時間使用したカードは熱くなっていることびありますので、取りがしの際には十分ご注意ください。特にカードの端テには触れ 
ないよラにご注意ください。 


已 MAUSB -100 をパソコンか5取りかしまずく Mac OS X ♦操作> 


MAUSB -1 日日をパソコンから取り外す前に、 力ー ド内のデータを表示するソフトウエア（画像表示ソフトなど）を 
終了し、次の手順で操作してください。 

1. カードび挿入されている場合は、カードのアイコンをゴミ箱に ドラッグ&ド□ップ します。 

2 . ステータスランプび完全に消えていることを確認します。 

3. MAUSB -1 00をパソコンの USB ポートから抜きます。 
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ファイルの コピー 


< Mac OS X ♦操作 > 


: 0 


0ディスクと0ポリュ 


►357.27 CB Maxtor 

►£^1 S .62 MB Alauda 


^1^されました First Aid パーテイシヨン t RAID 


消去ずるディスクまたはボリュームそ a ぴまず， 


ボリュームモ消去すると、をのボリュームが巧巧されます， 


ポリュームフォーマツ 


Mac OS f 


つ Mac OS 9ドライバをインストール 


@ $ちするにはカギをクリックします， 


【フ ォーマッ トを行う前に】 

♦ デジタルカメラでカードを使用する場合は、必ずデジタ 

ルカメラ側でフォーマットしてください。本製品にカー 

ドを入れてパソコン側でフォーマットを行った場合、デ 

ジタルカメラで認、識されないことびあります。 

♦ライトプ□テクトスイッチび書込み禁止に設定されている 
場合は、移動-削除-書さ込み-フォーマットびでさませ 
ん。ライトプ□テクトスイッチを書込み可能に設定して、 
フォーマットを行ってください。 

• フォーマットするとカード内のデータはすべて削除され 
ます。必要なデータは八ードディスクや M 0 ディスクな 
どにコピーしてお<ことをおすすめします。 

【本製品にカードを入れてフ ォー マットを行うには】 

1 . システムディスクの八ードディスクアイコンを選択しま 
す。 

2 . [ Applications ] -► [ Utilities ] -► [Disk Utility ] 一 
[消去]を選択します。 

3. フォーマットしたいカードを選択します。 

ん[消去]をクリックします。 

• フオーマツトび開始されます。 


1 . パソコンの USBtK — 卜に、カードを入れた MAUS 目-1日日 

を接続します。 

• 緑色のステータスランプび点灯し、デスクトップ上にカー 
ドのアイコンび表示されます。 

• カードのアイコンは、ご使用のカードや日 S によって異な 
ります。 

2. カードのアイコンを ダブルクリックして コピー元のデー 

夕を表示します。 

• カード内のどこにデータび入っているかの確認ち法につい 
ては、データを記録した機器の取扱説明書などをご参照く 
ださい。 

3. コピーしたいファイルをコピー先のフオルダに ドラッグ 

&ド□ップ してください。 

•操作方法は、フ□ッピーディスク内のファイルをデスク 
トップ上のフオルダにコピーするとさと同じ要領です。 

• ファイルを他のフオルダに移動したり、削除したり、他の 
フオルダから書き込むこともできます。（ライトプ□テクト 
スイッチび書込み禁止に設定されている場合を除さます。） 


ドラッグ&ド□ップについて 

マウスボタンでアイコンを選択したままマウスを移動させ（ドラッ 
グ)、移動先、コピー先でマウスボタンを離す（ド□ップ）ことをい 
います。 


NO_NAME 


コピー元のデータ 



|一7ツトのしかた 


く Mac OSX ♦操作> 
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最谢まったファイル屯） 

設走を） 

憤まに） 

ヘルプ(が 

ファイルをを指ミして実巧(苗.. 


ち!） シサ，トタ.ウン(ぶ'' 

おな 当駿 


■ Outlook Express 
1 1 ク I Microsoft Access 
► 固 Microsoft Word 
凶 Microsoft Excel 

> 巧 Microsoft Frontpage 

> 控 ] Microsoft PowerPoint 
@ MyBookEditorV2.1 
@ Netscape 7.0 

L|^ QuickTime 


茵 OLYMPUS CAMEDIA 
@ OLYMPUS Studio 
商ぉ衛門 



1 . スタートメニユーの[プ□クラム]メこユーの中に作成 
された [Olympus MAUSB -100] メこユーから、 
[ MAUSB 1 00 xD Format ] を選択して xDFormat ソ 
フトウエアを起動します。 



付属ユーテイリテイソフトウェア [ xDForma 口について 

(Windows 98/98SE/Me/S000/XP 巧耐 


このユーティリティソフトウエアを使うと、オリンパス製デジタルカメラ上で実行時と同等なカードのフォーマツ 
び巧能となり、 xD ピクチャーカードびパソコン環境でより使いやすくなります。 個面は英語表記になります。） 


ご注意 

• フ ォー マットを行うとカード内のデータは全て削除されます。必要なデータは八ードディスクや M 日ディスクなどにコピーして 
お< ことをおすすめします。 

• フォーマットを行う場合は、本体のライトプ□テクトスイッチを「書込み可能」に設定してください。 

• フォーマットを行う前に、カード内のデータを表おするソフトウェア（エクスプ□ーラ、画像表示ソフトウェアなど）を終了し 
て < ださい。 


C 1 域 屬务妈 
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3. に heckxD ] をクリックします。 xD ピクチャーカード 
び認識されると、 [The card is ready .] と表示されます。 

• 本製品に xD ピクチャーカードび装着されていない場合 
は 、 [Insert xD-Picture card .] と警告び表示されます。 



4. [Format xD ] をクリックすると、 [Formattin 呂 will 
erase all data on this card ! To format , click OK . 
To quit , click Cancel .] と警告び表示されます。 

力ー ドをフオーマットする場合、 [0 K ] をクリックしてく 
ださい。 

• フ オーマツ ト中は赤色のステータスランプび点灯します。 
赤色のステータスランプび点灯中はカードを取り出した 
り、本体をパソコンから取り外すことは絶対にしないでく 
ださい。 



5. フオーマットび完了すると [Format completed .] と 
表示されます。 

• ライトプ□テクトスイッチび書込み禁止に設定されている 
場合には [This card is protected .] と警告び表示され、 
フ オー マットを 行う ことびできません。 


xDFormat 




么 


Format completed. 




6. [ Exit ] をクリックして、 [ xDFormat ] を終了します。 

• 続けて力ードをご使用になる場合は、必ず先に [ xDFormat ] 
を終了してください 

•カードを取り出したり、パソコンから本製品を取り外す場 
合も、必ず先に [ xDFormat ] を終了してください。 


xDFormat 


The dev に e IS ready. 






41 



































Windows 


! 見象 


原因 


巧策 


緑色の ステータス ランプび点 
好しない。 


本体びパソコンの USB ポートに正しく接 
続されていない。 


本体の向さ（表裏•上下）を確認し、パソコ 
ンの USB ポートにゆっくりと確実に差し込 
んで < ださい。 


USB ポートに充分な電流び確保されてい USB 八ブをご使用の場合は、パソコン本 
ない。 体の USB ポートに接続してください。 


Windows 98/98SE をご使 
用の場合： 

本製品接続時に、[新しい八一 
ドウエアの追加ウイヴード]画 
面び表示される。 


デバイスドライバをインス!-ールする前に 
MAUS 目-1日日をパソコンに接続してしま 
つた。 


[キャンセル]をク U ックし、[新しい八ード 
ウェアの追加ウィヴード]を終了します。 
その後 MAUS 目-1日日をパソコンからから 
取り外して、デノ くイスドライノ くのインス!-一 
ルを実行してください。 


Windows 98/98SE をご使 デバイスドライバび正しくインス!ルさ [? MAUSB -1 日日]を削除し、 US 目ポー 
用の場台： れていない。 卜から MAUSB - 1日日を取り外した後、デ 

デノくイスマネージャに！;？]マー (Windows Me /2 日日日/ XP ではデバイバイスドライバをインストールし、 

クび表示されている。 スドライノ（のインストールは必要ありません。） MAUS 巨-1日日を再度接続してください。 

4 (デバイスドライバをインス! -- 7 

ルする前に本製品を接続し、[新 
しいノ、ードウエアの追加ウィヴー 
ド]画面を最後まで進めてしまっ 
た。） 

[マイコンピュータ]に[ I 」ムー本体の USB コネクタまたは USB 延長ケ USB コネクタをしっかりと奥まで差し込み、 

U バブルディスク]アイコンび表ーブルびパソコンに正しく接続されてい確実に接続してください。 1 ] 

示されない。 ない。 


[? MAUSB -1 日日]を肖 I 」除し、 US 目ポー 
卜から MAUSB - 1日日を取り外した後、デ 
バイスドライバをインストールし、 
MAUSB -1 日日を再度接続してください。 


[デバイスマネージャ]に川や US 目コント□-ラび無効に設定されている。 
[?] マークび表示される。 (Windows Me /2 日日日 . XP の場合） 

(Windows 98/98 SE は3参照） 


「スタート」一「設定 」 (Windows Me / 

2日日日のみ)一「コント□-ルパネル」ク U 
ックー「システム」ダブルク U ックー「八一 
ドウエア」ク U ックー「デバイス マネー ジャ」 
ク U ックで 「 USB コント□-ラ」に表示さ 
れるコント□ーラの設定を変更してくださ 
い。（コント□ーラ名に [ X ] び表示されて 
いますので、ちク U ックして表示されるメ 
ニューから設定を「有効」にしてください。） 


BI 日 S の設定で USB ポートび使用不可に BIOS の設定で USB ポートを" Enable " に 
設定されている。 してください。設定時はお使いのパソコン 

の取扱説明書を参照し、慎重に行なって< 
ださい。 


参照 


Windows 98/98SE を ご 使 USB コント□ーラび使用不可にされている。「スタート」一「設定」一「コント□ールパ 
用の場合： ネル」ク U ックー「システム」ダブルク U ッ 

デバイスドライバのインス!-ー クー「デバイスマネージャ」ク U ックで「ユ 

ルび正常に終了し、 MAUSB - ニバーヴルシ U アルバスコント□ーラ」に 

1日日を正しく接続したび動作 表示される 「OLYMPUS MAUSB -1 00 

しない。 xD USB Reader/WhterJ または 「 MAUS 巨- 

100 Enumerator 」 の設定を変更してく 
ださい。（[ X ]び表示されていますので、 
ちク U ックからプ□パティを選び、「全般」 
にある「この八ードウェアプ□ファイルで 
使用不可にする」のチェックボックスをは 
ずしてください。） 

目 ICIS の設定で USB ポートび使用不可に BIOS の設定で USB ポートを" Enable " に 
設定されている。 してください。 

設定時はお使いのパソコンの取扱説明書 
を参照し、慎重に行なってください。 











トラブルシニ 


Windows 


6 

カードを認識しない。 

[ドライブにディスクを挿入して 
ください。]と表示される。 

カードび正しく挿入されていない。 

カードの向さ（表裏•上下）を確認し、ゆつ 
くりと確実に挿入してください。 

1日、21 

7 

ステータスランプのホランプと 
緑ランプびゆっくり点滅している。 

カードび正しく認識されていない。 

MAUS 目-1日日をパソコンから取り外し、 
本体からカードを取り出し、カードの接触 
面（金色）を乾いた巧でおいた後、再度挿 
入してください。それでも認識されない場 
合は、力ードび破損している可能性びあり 
ます。 

13.24 

8 

力ードからの読み出しはできるび、 
カードに書さ込みびでさない 

カードに異常び発生している。 

カード内のデータを別の媒体に保存し、新 
しいカードを使用してください。 

- 

本体のライトプ□テクトスイッチび書込み 
禁止に設定されている。 

ライトプ□テクトスイッチを書込み可能に 
設定してください。 

1日、21 


Macintosh 


現象 原因 巧策 

参照 

1 

緑色のステータスランプび点 
好しない。 

本体びパソコンの USB ポートに正しく接 
続されていない。 

本体の向さ（表裏•上下）を確認し、パソコ 
ンの USB ポートにゆっくりと確実に差し込 
んで < ださい。 

32.37 

USB ポートに充分な電流び確保されてい 
ない。 

USB 八ブをご使用の場合は、パソコン本 
体の US 巨ポートに接続してください。 

已 

2 

カードを挿入してをアイコンび 
表示されない。 

カードび正しく挿入されていない。 

カードの向さ（表裏•上下）を確認し、ゆっ 
くりと確実に挿入してください。 

31、36 

[ FileExchange ] びインストールされて 
いない 。 (Mac OS 9の場合） 

DOS / Windows フォーマッ h の力ードを 
ご使用いただくには、 MacOS 付属の [File 
Exchange ] び必要です。 

Apple メニューから[コント□-ルパネル] 

を選択し、 [ FileExchange ] びインス! 
ルされているかを確認してください。 
[ FileExchange ] に関する詳細ま 、 Mac 
日 S ヘルプを参照してください。 

30 

3 

ステータスランプのホランプと 
緑ランプびゆっくり点滅している。 

カードび正しく認識されていない。 

MAUSB -1 日日をパソコンから取り外し、 
本体からカードを取り出し、カードの接触 
面（金色）を乾いた布でおいた後、再度挿 
入してください。それでも認識されない場 
合は、力ードび破損している可能性びあり 
ます。 

33138 

4 

カードからの読み出しはでさる 
び、カードに書さ込みびでさない。 

カードに異常び発生している。 

カード内のデータを別の媒体に保存し、新 
しいカードを使用してください。 

- 

本体のライトプ□テクトスイッチび書込み 
禁止に設定されている。 

ライトプ□テクトスイッチを書込み可能に 
設定してください。 

31、36 
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仕様 


対応メディア xD ピクチャーカード 3.3 V 

16/32/64/128/256/512 MB 

インターフェース： 

US 巨 Ver . 2.0 / Ver .1.1 

動作電圧 

已 V ±] 日％ ( USB ポートょり供給） 

消費電流 

最大 0.3 A (本体のみ） 

動作温湿度範囲 

温度 

日む〜4日で 

湿度 

S 日％〜8日％ (ただし結露しないこと） 

保を温度範囲 

-20む〜60む 

外形寸法（縦 X 横 X 厚さ） 

本体 

67.2 X 28.3 X 1 3.8 mm (キャップおよび突起部は含みません） 

USB 延長ケーブル 

約1如 

重量 

本体 

約13呂 

キャップ 

約目呂 

対応パソコン 

US 巨インターフエース （ USBVer . 2.0および Ver . l .1 準拠）および CD - 

R 0 M ドライブ*を装備した次のパソコン 

- D 0 S / V 機 （ PC / AT 互換機） 

- NEC PC 98- NX シ IJ - ズ 

- Power Mac G 3/ G 4 

- PowerBook G 3/ G 4 

- iMac シ IJ - ズ 

-旧日 ok シ IJ - ズ 

- eMac シ IJ — ズ 

対応日 S 

パソコンにプレインス1-ールされた次の日 S 

- Windows 98 

- Windows 98 SE 

- Windows Me 

- Windows 2000 Professional 

- Windows XP 

- Mac OS 9.0 〜 9.2.2 

- Mac 日 SX ( V ] 日.降） 


* デバイスドライバとユーティリティソフトウエアのインス I -ール時に CD - ROM ドライブび必要です。 


• 仕様は予告なく変更する場含があります。 

•最新の情報はオリンパスホームぺージ （ http :// www . olympus . co . jp ) をご覧ください。 






甚本用語の解説 


ァィコン 

パソコン画面上に並んでいる個々のソフトや、ユーヴーび作成したデータを示すのに利用されるル 
さな絵記号のこと。ダブルクリックやクリックなどの簡単な操作でソフトを起動したり、ファイル 
やフオルダを開いたりすることびでさます。 

インス!ル 

ソフトウェアやドライバをパソコンの中に組み込んだり、パソコンの中で使えるように環境設定を 
行い、そのプ□グラム等び動作可能な状態にすること。 

【参考】アンインス 1 -ール：インス 1 -ールしたソフトウェアをパソコンから削除すること。 

プレインス 1 -ール：パソコンを買った最初からソフトび組み込まれている（インス 1 -ール 
されている）状態。 

エクスプ□ーラ 

Windows に標準で付属しているファイル管理ソフト。ファイルやフオルダの作成、移動、削除、 
コピーなどの操作びでさます。パソコンに入っているドライブやファイル、フオルダは階層状に構 
成されていますび、エクスプ□ーラではそれらを一つのウィンドウで表示します。 

FAT 

MS-D 日 S や Windows で利用されているファイルシステムで、フ□ッピーディスクや八ードディス 
クの中に記憶されるデータの管理を行います。記憶媒体上のその管理情報を収録した部分を FAT と 

(File Allocation 
Table ) 

呼びます。 

【参考】 NTFS (NT File System) : Windows 2 日日日/ XP でヴポートしているファイルシステム。 
FAT32 : Windows 95 日 SR 2.0 からヴポートしているファイルシステム。 

xD ピクチャー 
カード（カード） 

デジタルカメラで撮影した画像などを保をする超小型記録メディア。 MAUSB-1 日日を使ラことで、 
xD ピクチャーカード中のデータをパソコンに転送したり、パソコンのデータを xD ピクチャーカード 
にコピーすることびでさます。 

ダイアログ 

ダイア□グボックスやダイア□グ画面とち呼ばれ、パソコン使用者に確認や動作の設定を求めてく 
るときなどに表示される画面。 

タスク八一 

Windows で、現在起動中のソフトウェアやファイルをボタンで一覧表示する機能。通常、デスク 
トップ画面の下段にバーで表示されます。タスクバー上のボタンをクリックずることで、瞬時に一 
番上に表示したい画面の切り替えびでさまず。 

プ□グラムの起動などび行なえる[スタート]ボタンや時計などの機能び含まれます。 

デパイスドライパ 
(ドラィバ） 

パソコンの周辺機器（プリンタ、モデム、デジタルカメラ、 US 目リーダ/ライタなど）の動作を管 
理•制御するためのプ□グラム。周辺機器を接続するだけではパソコンび認識しないため、デバイ 
スドライバをインス 1 -ールする作業び必要となります。 

ドラッグ&阳ップ 

画面上で項目を移動するための操作。マウスボタンでアイコンを選択したままマウスを移動させて 
(ドラッグ）、移動先やコピー先でマウスボタンを離します（ド□ップ）。 

ファイル 

画像や、文字データび集まった文章等、あるまとまったデータ構造体のこと。 

フォルダ 

ファイルをまとめて入れる場所。ファイルを本に例えると、その本を収納するための本棚にあたる 
のびフオルダ。フオルダの中にフオルダを作るとさらに深い階層でのデータの分類びでさます。 

フ オー マット 

A- ドディスクやフ□ッピーディスクなどの記憶媒体に対して、データを書き込む書式を決めること。 
既に決めた書式を元に戻したり、別の書式に変更することから初期化とも言います。デジタルカメラ 
では、 xD ピクチャーカードなどの記録メディアを読み書さでさる状態にすることを指します。また、 

日 S によって書式び異なることや、フオーマットを行ラと、元のデータび消去されてしまラのでを意び 
必要です。 

ホットプラグ 

USB の規格に含まれる機能で、電源を入れた状態で MAUS 目- 1 日日などの USB 機器を抜き差しして使え 
ることをいいまず。 
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甚本用語の解説 


USB 

(Universal 
Serial Bus) 

パソコンと周辺機器（モデム、プ IJ ンタ、デジタルカメラなど）をつなぐインターフェースのひと 
つ。最近では、使い勝手の良さなどから USB 端テを装備した機種び多く、インターフェースのスタ 
ンダードとして見込まれています。 

USB 2.0 

(Universal Serial Bus 2.0) 
(Hi-Speed USB 2.0) 

従来の USB ].1 での転送速度に比べ、約40倍も速度びアップしている高速インターフェースです。 
もちろん、従来の USB (USB 1.1) にも接続できます。 

US 己 
バスパヮー 

US 巨では、ケーブルを介して電源を供給でさます。この電源をバスパワーと呼びます。 
MAUSB -100 はこの電源を使って動作させています。 

US 巳 

7 スストレージ 
クラス 

(USB Mass 

Storage Class) 

USB 機器をパソコンに接続しだ易 合、 外部機器びパソコン側からフ□ッピーディスクや八ードディスク 
と同様にドライブとして認識されることをいいます。 USB の仕様において USB Implementers Forum 
によって定義されています。 

リムーバブル 
ディスク 

取り外しび可能 （ IJ ムーバブル）なデータディスク全般のこと。パソコンに内蔵された八ード 
ディスク（固定ディスク）に対してこう呼ばれます。 IJ ムーバブルディスクには CD-R 日 M 、 フ 
□ッピーディスク 、 M 日 ディスク（光磁気ディスク）などびあります。 MAUSB -1 日日に 入れた 
xD ピクチャーカード（カード）も IJ ムーバブルディスクとなります。 
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